
保護者アンケートの結果をお知らせします！ 
 大変遅くなりましたが、「保護者アンケート」の結果についてお知らせいたします。 

                   １６項目について、肯定的な意見の割合（％）を、過去 

４年間の結果の平均と比較したのが左の表です。 

「楽しい学校」、「なかよしの友」、「交通マナー」、「少人 

数指導」、「理解ある先生」、「相談できる先生」、「情報発信」、 

「安心安全な環境」の項目に関しては、プラス評価が 95％ 

を超えています。高い評価をいただいたことを励みに、こ 

れからも努力していきたいと思います。 

一方で、「家庭での読書」が極端に低く、また、年々下が 

ってきているという課題が明確になりました。同時に実施 

した教員の自己評価の結果でも、「学校で主体的に読書を進 

め、読書の目標に向けて取り組んでいるか。」の項目につい 

ても、昨年度と比べてマイナス 0.2ポイントの低下となっ 

ております。高度情報化社会がますます進展し、読書離れ 

は、今や本校だけに限った問題ではありませんが、「23が 

60運動」や学校での読書推進活動を今後も充実させていき 

たいと考えております。ささやかではありますが、学校便 

りの裏面には、私の文章や絵本の掲載を続けていきますの 

で、こちらもぜひお子様と一緒に読んでいただけたら幸い 

に存じます。 

【いただいたご意見と学校としての回答】 

○ コロナの影響で、学校、クラスの様子が分からない。→１０月から参観を始めました。１１月 

も参観日を設定します。リレーの公開はご案内の通りです。１２月には校内マラソン大会も開催 

する予定です。また、間もなく本校のホームページに学年のブログを公開する予定です。更新は、 

おおむね１０日ごとにという計画で進めております。 

○ 音楽で楽器の演奏ができない。→音楽室には以前の学校便りでご紹介した「楽器練習コーナー」 

 を設置し、それを活用しながら音楽の時間に楽器の演奏をしています。教室で音楽を行う場合も 

感染防止には配慮して鍵盤ハーモニカ等の楽器の演奏をしています。 

○ 集団登校・下校、道路の歩き方、自転車の乗り方に問題がある。→学校では登校班長会を定期

的に開き、集団登校の仕方について指導を続けています。また、毎朝、教頭が校門に立ち、登校

の仕方を指導しています。一方、ほとんどの日が個人での下校になりますので下校時の方が交通

ルールを守っていないことが多いようです。遊んでいる、交通ルールを守っていないなどの情報

をいただいた場合、当該児童に指導したり、全校児童に指導したりしています。登下校や自転車

の乗り方については、学校と家庭との連携が大切ですので、声かけ等よろしくお願いいたします。 

○ 行事が少しずつ再開されたが、平日に行うので仕事を休まなければ見にいけない。→リレーの

公開に関しては８：１０からということで、たくさんの保護者の方が参観にいらしてくださいま

した。日曜日に行事をもつとなると、他の行事との調整、授業時間を確保するために弁当を持参

いただかなければいけない、月曜日が振替休業日となる等の問題もあり、本年度は平日に開催さ

せていただいております。新型コロナウイルスの感染状況にもよりますが、来年度は検討させて

いただきます。 

※ 今回、掲載できなかった内容については、次号でお知らせいたします。 

評価項目 過去４年間 本年度前期

楽しい学校 97.0 96.3

あいさつ 91.1 91.3

なかよしの友 96.6 97.6

家庭読書 67.2 57.6

交通マナー 95.6 97.4

安全意識 88.8 87.6

生活習慣 86.3 85.1

豊かな心 95.0 93.5

分かりやすい授業 91.6 89.1

少人数指導 96.9 97.2

理解ある先生 96.9 97.8

相談できる先生 96.3 95.2

給食の味 92.8 92.8

便りを読む 91.4 89.4

情報発信 97.0 96.7

安心安全な環境 97.8 97.8
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「真鍋校長の独り言」その２３ 『よしおとまさる君の運動会 ７・８』 

まさる君
くん

がゴールした時
とき

に、班長
はんちょう

さん 

は「１」と書
か

かれた旗
はた

を笑顔
え が お

でふってい 

ました。 

 まさる君
くん

には「６」と書
か

かれた旗
はた

が渡
わた

 

されました。 

 よしおは、退場
たいじょう

してくるまさる君
くん

を 

待
ま

って、こう言
い

いました。 

「まさる君
くん

。何
なん

で負
ま

けたの？一生
いっしょう

けんめい応
おう

えんしたのに、何
なん

で一番
いちばん

じゃ

ないんだよ！」 

よしおは、くやしくてたまらなかったのです。すると、まさる君
くん

は、大
おお

き

く肩
かた

で息
いき

をしながら、 

「よしお君
くん

。そんなにおこるなよ。お兄
にい

ちゃんは走
はし

るのがおそいんだよ。

毎年
まいとし

ビリだ。これで六回目
ろっかいめ

のビリだよ。」 

と笑
わら

って言
い

いました。そして、 

「よしお君
くん

が応
おう

えんしてくれた声
こえ

、よく聞
き

こえたよ。ぼくは、走
はし

るのがお

そいから、よく聞
き

こえるんだ。」 

と言
い

うと、まさる君
くん

は、六年生
ろくねんせい

のテントの方
ほう

へ歩
ある

いて行
い

ってしまいました。 

 

よしおは、まさる君
くん

の後
あと

を走
はし

って追
お

い 

かけました。  

                運動会
うんどうかい

は、午前中
ごぜんちゅう

の競技
きょうぎ

を終
お

えて、昼
ひる

休
やす

 

みになっていました。  （おしまい） 

 


